
自宅兼事務所用　記入の仕方

別紙２

１．申請事業者の情報

２．電気料金計算書
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⑥ 申請額・請求額（⑤で選択して計算した結果を記入） 33,000 円

令和５年９月分　電気料金（税抜） 66,046 円

令和５年８月２日以降同年９月１日までに事業を開始した場合
④×１か月（千円未満切り捨て）

　　③×１５．９％（電気料金上昇分） 8,400 円

令和５年６月１日以前から事業を開始している場合
④×４か月（千円未満切り捨て）

令和５年６月２日以降同年７月１日までに事業開始した場合
④×３か月（千円未満切り捨て）

令和５年７月２日以降同年８月１日までに事業を開始した場合
④×２か月（千円未満切り捨て）
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事業用電気料金を算出して（＝（①×②）/100）を記入する。
※小数点以下は切り捨て
※2万5千円未満は対象外、30万円を超える場合は30万円を記載
例：令和５年９月分電気料金100万円×70％＝70万円
　　⇒30万円を超えるため30万円を記入する。

52,836 円

直近の確定申告の際に事業用電気料金に係る経費として計算した比
率を記入する。
会社を設立したばかりなど確定申告をしたことがない場合は次回の
確定申告の際に予定している経費計算の比率を記入する。
例：確定申告において電気料金100万円のうち70万円を経費として
計算した場合、70％を記入する。
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電気料金計算書

申請者名 株式会社　ＮＡＧＡＲＥＹＡＭＡ
連絡先電話番号

※平日の日中に連絡がつく
担当者の携帯電話等の番号

市内事務所等
の所在地

流山市平和台2-2-2 担当　平和　太郎
04-7150-6085（内線384）

自宅兼事務所の場合

66,046円×80％＝52,836円

52,836円×15.9％＝8,400円（小数点以下切捨）

8,400円×対象月数（例では4か月）＝33,000円（千円未満切捨）

領収書（例）
別紙２（記入例）

「2023年9月分」の領収書

等を提出してください。

申請者名称と一致しているか確認してください。

不一致の場合は当該領収書が申請者の経費であることがわ

かる書類を添付してください。

申請者所在地と一致しているか確認してください。

不一致の場合は申請者とのつながりがわかる書類

（確定申告書、賃貸借契約書等）を添付してください。

税抜きの金額（72,650－6,604）円

Ａ


